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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第２区分
【発行日】平成26年4月3日(2014.4.3)

【公表番号】特表2011-526597(P2011-526597A)
【公表日】平成23年10月13日(2011.10.13)
【年通号数】公開・登録公報2011-041
【出願番号】特願2011-515449(P2011-515449)
【国際特許分類】
   Ｃ０７Ｄ 207/08     (2006.01)
   Ｃ０７Ｄ 309/06     (2006.01)
   Ｃ０７Ｄ 307/12     (2006.01)
   Ｃ０７Ｄ 335/02     (2006.01)
   Ｃ０７Ｄ 211/22     (2006.01)
   Ｃ０７Ｄ 207/48     (2006.01)
   Ｃ０７Ｄ 319/12     (2006.01)
   Ｃ０７Ｄ 211/94     (2006.01)
   Ｃ０７Ｄ 211/32     (2006.01)
   Ｃ０７Ｄ 409/14     (2006.01)
   Ｃ０７Ｄ 407/14     (2006.01)
   Ｃ０７Ｄ 413/14     (2006.01)
   Ｃ０７Ｄ 401/14     (2006.01)
   Ａ０１Ｎ  43/16     (2006.01)
   Ａ０１Ｎ  43/18     (2006.01)
   Ａ０１Ｎ  43/40     (2006.01)
   Ａ０１Ｎ  43/08     (2006.01)
   Ａ０１Ｎ  43/36     (2006.01)
   Ａ０１Ｐ  13/00     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ０７Ｄ 207/08    ＣＳＰ　
   Ｃ０７Ｄ 309/06    　　　　
   Ｃ０７Ｄ 307/12    　　　　
   Ｃ０７Ｄ 335/02    　　　　
   Ｃ０７Ｄ 211/22    　　　　
   Ｃ０７Ｄ 207/48    　　　　
   Ｃ０７Ｄ 319/12    　　　　
   Ｃ０７Ｄ 211/94    　　　　
   Ｃ０７Ｄ 211/32    　　　　
   Ｃ０７Ｄ 409/14    　　　　
   Ｃ０７Ｄ 407/14    　　　　
   Ｃ０７Ｄ 413/14    　　　　
   Ｃ０７Ｄ 401/14    　　　　
   Ａ０１Ｎ  43/16    　　　Ａ
   Ａ０１Ｎ  43/18    　　　Ａ
   Ａ０１Ｎ  43/40    １０１Ｎ
   Ａ０１Ｎ  43/08    　　　Ｇ
   Ａ０１Ｎ  43/36    　　　Ｂ
   Ａ０１Ｐ  13/00    　　　　

【誤訳訂正書】
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【提出日】平成26年2月12日(2014.2.12)
【誤訳訂正１】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００３１
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００３１】
　Rhは、C1-C10アルキル、C3-C10アルケニル、C3-C10アルキニル、C1-C10ハロアルキル、
C1-C10シアノアルキル、C1-C10ニトロアルキル、C2-C10アミノアルキル、C1-C5アルキル
アミノC1-C5アルキル、C2-C8ジアルキルアミノC1-C5アルキル、C3-C7シクロアルキルC1-C

5アルキル、C1-C5アルコキシC1-C5アルキル、C3-C5アルケニルオキシC1-C5アルキル、C3-
C5アルキニルオキシC1-C5アルキル、C1-C5アルキルチオC1-C5アルキル、C1-C5アルキルス
ルフィニルC1-C5アルキル、C1-C5アルキルスルホニルC1-C5アルキル、C2-C8アルキリデン
アミノキシC1-C5アルキル、C1-C5アルキルカルボニルC1-C5アルキル、C1-C5アルコキシカ
ルボニルC1-C5アルキル、アミノカルボニルC1-C5アルキル、C1-C5アルキルアミノカルボ
ニルC1-C5アルキル、C2-C8ジアルキルアミノカルボニルC1-C5アルキル、C1-C5アルキルカ
ルボニルアミノC1-C5アルキル、N-C1-C5アルキルカルボニル－N-C1-C5アルキルアミノC1-
C5アルキル、C3-C6トリアルキルシリルC1-C5アルキル、フェニルC1-C5アルキル（前記フ
ェニルは、C1-C3アルキル、 C1-C3ハロアルキル、 C1-C3アルコキシ、 C1- C3ハロアルコ
キシ、 C1- C3アルキルチオ、C1-C3アルキルスルフィニル 、C1-C3アルキルスルホニル、
ハロゲン、シアノ又はニトロにより任意に置換される）、ヘテロアリールC1-C5アルキル
（前記へテロアリールは、C1-C3アルキル、 C1-C3ハロアルキル、 C1-C3アルコキシ、 C1
- C3ハロアルコキシ、 C1- C3アルキルチオ、C1-C3アルキルスルフィニル 、C1-C3アルキ
ルスルホニル、ハロゲン、シアノ又はニトロにより任意に置換される）、フェノキシC1-C

5アルキル（前記フェニルは、C1-C3アルキル、 C1-C3ハロアルキル、 C1-C3アルコキシ、
 C1- C3ハロアルコキシ、 C1- C3アルキルチオ、C1-C3アルキルスルフィニル 、C1-C3ア
ルキルスルホニル、ハロゲン、シアノ又はニトロにより任意に置換される）、ヘテロアリ
ールオキシC1-C5アルキル（前記ヘテロアリールは、C1-C3アルキル、 C1-C3ハロアルキル
、 C1-C3アルコキシ、 C1- C3ハロアルコキシ、 C1- C3アルキルチオ、C1-C3アルキルス
ルフィニル 、C1-C3アルキルスルホニル、ハロゲン、シアノ又はニトロにより任意に置換
される）、C3-C5ハロアルケニル、C3-C8シクロアルキル；フェニル又は（C1-C3アルキル
、 C1-C3ハロアルキル、 C1-C3アルコキシ、 C1- C3ハロアルコキシ、 ハロゲン、シアノ
又はニトロにより置換された）フェニル；又はヘテロアリール又は（C1-C3アルキル、 C1
-C3ハロアルキル、 C1-C3アルコキシ、 C1- C3ハロアルコキシ、 ハロゲン、シアノ又は
ニトロにより置換された）ヘテロアリールである。
【誤訳訂正２】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】０１６１
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【０１６１】
　本発明の組成物が使用され得る有用植物の作物は、特に穀物、特に小麦及び大麦、米、
トウモロコシ、アブラナ、テンサイ、サトウキビ、大豆、綿花、ヒマワリ、ラッカセイ又
は栽培作物を包含する。
【誤訳訂正３】
【訂正対象書類名】特許請求の範囲
【訂正対象項目名】請求項２２
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【請求項２２】
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　配合アジュバントと共に、除草的有効量の請求項１～21のいずれか１項記載の式（I)の
化合物を含んで成る除草組成物。
【誤訳訂正４】
【訂正対象書類名】特許請求の範囲
【訂正対象項目名】請求項２４
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【請求項２４】
　除草的有効量の請求項１～21のいずれか１項記載の式（I)の化合物、又は当該化合物を
含んで成る組成物を、植物又はその部位に適用することを含んで成る、有用植物の作物に
おける草及び雑草の制御方法。
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